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僁
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僀
僁
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い
」
（

村
立
子
委
員
）
、

「
魅
力
あ
る
農
業
を
一
緒

に
」
（
木
野
友
美
子
委
員
）

と
、
５
人
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
顔
写
真
入
り
で
紹
介
す

る
〝
府
内
初
の
チ
ラ
シ
〟
を

見
て
、
村
内
の
農
家
か
ら

「
読
ん
だ
よ
」
「
頑
張
っ
て

る
ね
」
な
ど
の
反
響
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

南
山
城
村
で
は
、
８
月
１

日
、
村
内
１
１
０
０
世
帯
に

配
布
さ
れ
た
。

「
新
た
な
発
想
に
期
待
」

（
小
西
眞
理
子
会
長
）
、

「
集
落
の
想
い
、
届
け
た

い
」
（
福
中
陽
子
委
員
）
、

「
な
ん
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
」
（
久
保
和
美
委
員)



「
未
来
の
暮
ら
し
つ
く
り
た

力
を
入
れ
る
。

の
会
」
で
は
、
今
秋
か
ら
女

性
農
業
者
へ
の
働
き
か
け
に

成
し
た
（
写
真
）
。
次
期
の

委
員
に
女
性
の
応
募
や
推
薦

を
促
す
た
め
、
「
き
ょ
う
と

女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員

南
山
城
村
農
業
委
員
会
の

女
性
委
員
５
人
が
「
あ
な
た

も
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
が
完

「
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に

興
味
を
持
ち
、
自
分
た
ち
で

育
て
た
野
菜
を
調
理
し
、
美お

味い

し
く
食
べ
る
食
農
・
食
育

体
験
に
力
を
注
ぎ
た
い
」

（
テい

ま

井い

澄
子
委
員
）

「
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
、
秋

の
交
流
会
で
児
童
と
料
理
や

野
菜
販
売
を
行
い
、
農
業
に

興
味
を
持
つ
子
を
増
や
し
た

い
」
（
星
野
佐
紀
子
委
員
）

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

元
気
に
す
る
活
動
と
、
農
業

振
興
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
力

を
入
れ
た
い
」
（
樹
下
ち
え

子
委
員
）

ず
つ
抱
負
を
聴
い
た
。

「
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
し
て

有
効
利
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
農
園
な
ど
、
非
農
家
が
身

近
に
農
業
に
関
わ
る
場
を
創

り
た
い
」
（
阪
本
純
子
委
員

＝
中
立
委
員
）

「
下
鳥
羽
小
学
校
の
食
育

活
動
や
、
地
元
の
大
原
地
域

で
の
活
動
に
も
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
い
き
た
い
」
（
久
保


恵
委
員
）

女
性
委
員
の
登
用
促
進
に

力
を
入
れ
る
京
都
市
農
業
委

員
会
は
、
新
体
制
３
期
目
と

な
る
４
月
か
ら
女
性
農
業
委

員
が
１
人
増
え
て
府
内
最
多

の
５
人
に
な
り
、
農
業
委
員

(

21
人)

に
占
め
る
女
性
割
合

(

24
％)

で
も
府
内
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
市
と
Ｊ
Ａ
京
都

中
央
が
推
薦
し
た
各
２
人
の

ほ
か
、
京
都
府
中
小
企
業
診

断
協
会
が
推
薦
し
た
診
断
士

(

中
立
委
員)

の
女
性
が
今
期

か
ら
加
わ
っ
た
。

７
月
12
日
の
農
業
委
員
会

総
会
後
、
各
委
員
か
ら
一
言

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
具
体
的
な
実
行
計
画
を
作

成
す
る
。
人
材
育
成
・
財
務

分
析
・
販
売
戦
略
な
ど
経
営

者
に
必
要
な
能
力
を
鍛
え
つ

つ
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
経
営
者

の
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
。

経
営
塾
の
参
加
費
は
１
人

３
万
円
。
受
講
の
問
い
合
わ

せ
・
申
込
先
は
、
府
農
業
会

議
（
京
都
農
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
７
５
・
４
１
７

・
６
８
４
７
ま
で
。

塾
で
は
、
経
営
者
と
し
て

実
現
し
た
い
目
標
と
実
現
戦

略
を
徹
底
的
に
考
え
、
ウ
ェ

ブ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
個
別
相

談
で
専
門
家
や
先
輩
農
業
者

京
都
府
農
業
会
議
は
、
次

世
代
の
農
業
経
営
者
を
育
成

す
る｢

京
都
農
業
経
営
塾｣

(

10
月
開
講
、
全
８
回)

の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
る
。

な
千
本
桜
が
見
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
舞
鶴
市
農
業
委
員
会
・

二
谷
敏
子
委
員
）

元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
こ

の
地
で
委
員
活
動
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
春
に

は
、
与
保
呂
川
沿
い
に
見
事

性
農
業
者
が
毎
週
日
曜
の
朝

市
に
自
分
で
作
っ
た
野
菜
な

ど
を
出
し
て
い
ま
す
（
写

真
）
。

コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
万
願
寺

甘
と
う
作
付
け
、
研
修
旅

行
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
、
お
は
ぎ
や
ち
ら
し

寿ず

司し

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
70

歳
以
上
と
高
齢
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
新
鮮
野
菜
を
食
べ

て
い
た
だ
き
、
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
心

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
も
そ
の
野
菜
を
食
べ

て
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に

福
井
県
境
に
近
い
舞
鶴
市

与
保
呂
地
区
に
あ
り
、
今
年

で
20
年
目
を
迎
え
る
「
サ
ー

ク
ル
池
姫
」
を
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
中
心
的
な
活
動
は

朝
市
で
、
現
在
、
９
人
の
女

来
年
夏
に
改
選
を
迎
え
る

19
市
町
村
で
は
、
次
期
委
員

募
集
が
来
春
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。
女
性
農
業
者
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
新
た
な
候
補

の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ
、

全
市
町
村
で
女
性
委
員
の
増

加
を
め
ざ
し
て
い
る
。

府
内
の
女
性
委
員
61
人
で

構
成
す
る
「
き
ょ
う
と
女
性

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の

会
」
で
は
、
今
秋
か
ら
啓
発

チ
ラ
シ
を
活
用
し
、
各
市
町

村
で
「
女
性
委
員
の
登
用
促

進
の
働
き
か
け
」
を
強
化
し

て
い
く
。

年
々
増
え
て
、
苗
を
積
む
の
が
大

変
な
の
で
、
雇
用
も
考
え
て
い

る
」
と
語
る
顔
は
、
ど
こ
か
嬉う

れ

し

そ
う
だ
。

野
菜
は
、
万
願
寺
と
う
が
ら

し
、
小
松
菜
、
な
ば
な
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
を
栽
培
す
る
今
川
さ

ん
。
昨
年
４
月
か
ら
、｢

八
幡
市

野
菜
の
会｣

の
会
長(

任
期
２
年)

に
就
任
し
、
小
松

菜
な
ど
の
共
同
出

荷
で
も
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
。

「
今
年
就
職
し

た
息
子
が
、
い
つ

か
農
業
を
継
い
で

く
れ
る
か
も
」
と

期
待
す
る
今
川
さ

ん
夫
妻
に
夏
の
日

差
し
が
照
り
輝
い

て
い
た
。

（
八
幡
市
農
業

委
員
会
）

８
条
植
え
田
植
機
な
ど
大
型
機

械
を
駆
使
し
て
市
内
の
水
田
を
引

き
受
け
る
今
川
雅
裕
さ
ん
（
49)



22
歳
で
就
農
し
、
現
在
は
水
稲
15

㌶
（
作
業
受
託
10
㌶
を
含
む
）
と

野
菜
70
㌃
の
経
営
を
家
族
で
営
ん

で
い
る
。

稲
作
の
機
械
作
業
が
好
き
で
、

｢

頼
ま
れ
て
預
か
る
田
の
面
積
が

八幡市 今川雅裕さん

地
域
の
水
田
を
守
る


ら
20
度
に
軽
く
し
た
「
Ｌ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
」
（
白
・
黒
）
、
今

年
か
ら
５
年
熟
成
さ
せ
た

「
古
酒
」
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
加
わ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
登
録
さ

れ
、
古
酒
を
除
き
精
華
町
の

広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
京
町

セ
イ
カ
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ

ベ
ル
が
施
さ
れ
て
い
る
。

洛
い
も
生
産
者
は
現
在
32

人
に
増
え
、
町
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
や
学
校
給
食
で
洛
い
も

パ
ウ
ダ
ー
が
使
わ
れ
る
な

ど
用
途
が
広
が
っ
て
い
る


焼
酎
の
販
売
元
㈱
サ
ン
・

ム
ー
ン
の
代
表
取
締
役
で
農

業
委
員
の
井
上
和
也
さ
ん

は
、
「
多
く
の
方
々
に
飲
ん

で
い
た
だ
き
、
洛
い
も
を
特

産
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

（
精
華
町
農
業
委
員
会
）

抜
し
た
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
の

「
洛
い
も
」
を
町
の
特
産
品

と
し
て
栽
培
・
加
工
し
、
洛

い
も
焼
酎
「
精
華
の

夢
」
（
５
種
類
）
を

順
次
、
商
品
化
し
て

い
る
。

５
年
前
に
白

麹
こ
う
じ

を
用
い
た
焼
酎
「
精

華
の
夢
（
白
）
」
を

発
売
し
、
３
年
前
に

黒
麹
を
用
い
た
「
精

華
の
夢
（
黒
）
」
、

昨
年
に
ア
ル
コ
ー
ル

度
を
通
常
の
25
度
か

精
華
町
で
は
、
９
年
前
か

ら
京
都
府
立
大
学
と
包
括
協

定
を
締
結
し
て
同
大
学
が
選

以
上
の
高
齢
者
は
１
２
６
２

人
（
今
年
４
月
１
日
現
在)



高
齢
化
率
は
約
50
％
で
す
。

多
く
の
村
民
が
｢

道
の
駅｣

と
関
わ
り
農
産
物
な
ど
の
生

産
に

生
き
が
い

を
持
ち


活
性
化
す
る
こ
と
で｢

持
続

可
能
な
発
展｣

の
可
能
性
に

期
待
し
て
い
ま

す

▼
農
産
物

の
生
産
が

農

地
の
活
用
に
つ
な
が
り

村

外
か
ら
の
移
住
者
や
新
規
就

農
者
を
増
や
す
な
ど

地
域

が
変
わ
っ
て
い
く
き
っ
か
け

に
な
る
と
信
じ
て

こ
の
先

の｢

道
の
駅｣

の
成
長
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す


(

徹)

は
、
南
山
城
村
と
近
隣
市
町

を
あ
わ
せ
て
２
０
０
戸
以
上

の
生
産
者
が
野
菜
・
林
産
物

・
果
物
・
加
工
品
な
ど
を
出

品
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
時

と
比
較
す
る
と
、
来
場
者
数

は
１
２
９
％
、
販
売
額
は
１

３
５
％
に
伸
び
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
お
茶
・
し
い
た
け

・
お
米
に
加
え
て
、
野
菜
や

山
菜
な
ど
数
多
く
の
品
目
が

並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
来
場
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

生
産
者
は
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。
▼
村
の
65
歳

▼
「
道
の
駅

お
茶
の
京

都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」
が

２
０
１
７
年
に
オ
ー
プ
ン

し
、
私
も
微
力
な
が
ら
出
荷

者
に
仲
間
入

り

し

ま

し

た
。
そ
れ
ま

で
は
家
庭
菜
園
の
み
で
し
た

が
、
「
消
費
者
の
信
頼
感
」

を
損
わ
な
い
よ
う
に
、
見
た

目
や
大
き
さ
、
病
害
虫
の
有

無
だ
け
で
な
く
、
肥
料
や
農

薬
に
も
気
を
遣
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
▼
道
の
駅
に

｢

道
の
駅｣

が
生
き
が
い
を
創
る

万
願
寺
と
う
が
ら

し
を
ハ
ウ
ス
で
栽

培
す
る
今
川
さ
ん

夫
妻

府内初

女
性
農
業
委
員
が
５
人
に


京

都

市

農
業
委
員
会

写真後列左からテ井澄子委員、樹下ちえ子委員、

星野佐紀子委員、前列左から阪本純子委員、久保

恵委員

府
内
各
地
で
チ
ラ
シ
を
活
用

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員･

推
進
委
員
の
会

全
戸
配
布
で
呼
び
か
け

南
山
城
村
農
業
委
員
会

女性の力農業委員会に女性の力を

｢

サ
ー
ク
ル
池
姫｣

か
ら
元
気
を
も
ら
う


特
産｢

洛
い
も｣

を
商
品
化

５
種
類
の
焼
酎｢

精
華
の
夢｣

で
町
を
Ｐ
Ｒ

５
種
類
の
洛
い
も
焼
酎

「
精
華
の
夢
」
（
左
か

ら
黒･

白
、
古
酒
、
Ｌ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
黒･

白
）

京
都
農
業
経
営
塾
10
月
開
講

受

講

生

を

募

集

南山城村農業委員会と

「きょうと女性農業委員

・推進委員の会」が共同

で作成したチラシ

南
山
城
村
農
業
委
員
会

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員･

推
進
委
員
の
会
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